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待
ち
わ
び
た
春
の

季
節
の
訪
れ
を
告
げ

る
か
の
よ
う
に
、
三

月
十
六
日
に
早
く
も

境
内
の
さ
く
ら
の
花

が
咲
き
始
め
ま
し

た
。廻

り
を
よ
く
見
ま

す
と
、
草
叢
や
木
々

の
枝
に
も
小
さ
な
新

芽
が
膨
ら
ん
で
来
て
い
ま
す
。
寒
い
冬
に
よ
く
耐
え
て
草

木
が
一
斉
に
芽
吹
く
様
子
は
、
将
に
若
々
し
い
生
命
を
育

む
神
々
が
お
宿
り
に
な
っ
て
い
る
か
の
如
く
神
秘
的
な
春

の
息
吹
き
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

そ
の
様
な
日
射
し
の
三
月

十
九
日
に
大
宮
幼
稚
園
の
第

五
十
四
回
目
の
卒
園
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
御
社
殿
で
の

奉
告
祭
の
あ
と
、
一
〇
二
名

（
男
児
五
十
四
名
、
女
児
四
十

八
名
）
の
卒
園
児
一
人
ひ
と

り
に
保
育
証
書
を
渡
し
ま
し

た
が
、
殆
ど
の
園
児
等
は
し

っ
か
り
と
私
の
眼
を
み
て
受

取
り
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
大
き
な
声
で
挨

拶
を
し
て
い
ま
し
た
。
勿
論
式
典
の
中
で
も
国
歌
「
君
が

代
」
も
大
き
な
声
で
斉
唱
出
来
ま
し
た
し
、
式
の
終
り
ま

で
皆
ん
な
揃
っ
て
き
ち
ん
と
座
っ
て
お
り
ま
し
た
。
大
神

様
の
ご
加
護
の
も
と
三
年
前
や
二
年
前
と
較
べ
ま
す
と
見

違
え
る
様
に
大
き
く
成
長
し
た
そ
の
姿
は
、
神
の
子
の
様

に
素
直
で
強
く
や
さ
し
く
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
い
て
、

ピ
カ
ピ
カ
の
一
年
生
そ
の
も
の
で
、
逞
し
く
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
き
っ
と
子
育
て
八
幡
さ
ま
の
ご
神
前
で
舞
っ
た
朝

日
子
の
舞
や
運
動
会
、
お
遊
戯
会
な
ど
沢
山
の
良
き
思
い

出
を
つ
く
っ
た
幼
稚
園
は
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
で
も
あ
り
、

い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
幼
児
期
の
大
切

な
人
格
形
成
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
い
た
こ
と
に
改
め

て
感
謝
致
し
、
こ
れ
か
ら
小
学
生
、
中
学
生
へ
と
進
む
に

つ
れ
て
、
更
に
立
派
に
大
成
し
て
呉
れ
る
も
の
と
信
じ
て

お
り
ま
す
。

そ
う
し
て
又
四
月
に
は
、
可
愛
い
年
少
さ
ん
等
を
お
迎

え
致
し
ま
す
。
ご
父
母
（
ご
家
庭
）
の
皆
様
と
車
の
両
輪

の
如
く
に
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、
二
十
一
世
紀
に
生
き

活
躍
す
る
掛
け
替
え
の
な
い
大
切
な
お
子
達
を
お
預
か
り

し
て
、
保
育
活
動
に
万
全
を
期
し
て
行
き
た
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
昨
年
の
御
鎮
座
九
四
〇
年
を
奉
祝
し
て
の
記
念
の

整
備
事
業
も
奉
賛
会
実
行
委
員
の
皆
様
の
熱
心
な
ご
尽
力

に
依
る
勧
募
活
動
に
依
っ
て
目
標
額
を
立
派
に
達
成
し
て

頂
き
、
北
参
道
の
整
備
と
赤
門
の
改
修
工
事
の
竣
功
を
以

て
見
事
に
完
遂
し
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

大
神
様
の
ご
神
慮
は
も
と
よ
り
の
こ
と
、
ご
奉
賛
の
皆

様
の
赤
誠
の
賜
も
の
と
心
か
ら
感
謝
を
致
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

又
赤
門
修
復
中
に
二
〇
九
年
前
の
落
書
が
発
見
さ
れ
、

現
存
す
る
当
宮
境
内
の
建
物
の
中
で
文
化
財
的
価
値
の
存

在
が
確
認
さ
れ
た
事
は
有
意
義
な
事
で
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
余
韻
の
残
る
修
復
さ
れ
た
赤
門
脇
の
神
苑
に
、
ご

縁
の
あ
る
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
（
会
長
河
野
衆
議

院
議
長
）
よ
り
三
度
目
と
な
り
ま
す
が
、
御
鎮
座
九
四
〇

年
奉
祝
記
念
樹
と
し
て
、
さ
く
ら
「
八
重
紅
枝
垂
」
の
ご

奉
納
を
頂
き
ま
し
た
。

三
月
二
十
八
日
の
温
か
い
お
だ
や
か
な
日
、
花
見
を
兼

ね
た
参
拝
者
で
賑
わ
う
中
、
第
二
十
代
さ
く
ら
プ
リ
ン
セ

ス
と
第
二
十
三
代
ド
イ
ツ
・
ハ
ン
ブ
ル
ク
の
さ
く
ら
女
王

を
お
迎
え
致
し
、
杉
並
区
長
様
に
も
お
立
会
い
頂
き
盛
大

な
植
樹
祭
を
賑
々
し
く
斎
行
さ
せ
て
頂
き
、
御
鎮
座
九
四

〇
年
の
ご
神
威
を
更
に
高
揚
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま

し
た
事
は
、
大
変
光
栄
な
事
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。

植
樹
祭
の
あ
と
、
日
・
独
両
女
王
を
茶
室
通
仙
庵
の
小

間
に
ご
案
内
し
、
淡
交
会
東
京
第
六
東
支
部
幹
事
長
他
の

皆
様
に
よ
る
、
さ
く
ら
づ
く
し
の
お
茶
の
お
も
て
な
し
を

受
け
て
頂
き
ま
し
た
が
、
茶
道
の
奥
床
し
い
日
本
文
化
に

も
触
れ
親
し
ん
で
頂
き
、
と
て
も
感
動
の
様
子
で
し
た
。

亦
社
頭
で
も
華
や
か
な
お
二
人
は
爛
漫
と
咲
く
さ
く
ら

の
下
で
、
折
か
ら
の
参
拝
の
初
宮
詣
の
ご
家
族
や
結
婚
式

の
新
郎
新
婦
と
一
緒
に
カ
メ
ラ
に
お
さ
ま
る
な
ど
、
大
サ

ー
ビ
ス
振
り
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
も
ご
参
列
の
役
員
・
総

代
の
皆
様
と
も
楽
し
く
親
し
く
懇
談
し
て
頂
き
、
日
独
の

国
際
親
善
の
よ
り
深
ま
っ
た
一
日
で
あ
り
ま
し
た
。

さ
く
ら
の
語
源
は
、
「
さ
」
は
神
々
を
、
「
く
ら
」
は

神
々
が
宿
ら
れ
る
座
（
く
ら
）
を
表
し
、
神
々
の
座
を
意

味
し
て
い
る
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。
主
に
山
櫻
で
す
が
、

花
が
咲
き
初
め
ま
す
と
、
稲
の
種
籾
を
水
に
浸
し
始
め
る

と
云
う
、
い
よ
い
よ
田
の
神
様
に
見
守
ら
れ
て
の
稲
作
り

の
始
ま
り
の
合
図
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
云
わ
ば
稲
作
の

暦
の
始
ま
り
で
す
。

又
さ
く
ら
は
古
来
、
花
の
王
と
称
さ
れ
て
日
本
の
国
花

と
し
て
、
古
く
は
「
花
」
と
云
え
ば
櫻
を
指
し
て
い
ま
し

た
。

「
敷
島
の
大
和
心
を
人
と
は
ば
　
朝
日
に
匂
ふ
山
櫻
花
」

と
詠
ん
だ
有
名
な
本
居
宣
長
の
歌
で
も
、
青
空
の
朝
日
に

映
え
る
山
櫻
を
観
て
、
理
屈
抜
き
で
素
晴
ら
し
く
美
し
い

と
愛
で
る
素
直
な
心
が
、
日
本
の
心
で
あ
る
と
謳
っ
て
い

ま
す
。

い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
春
の
陽
の
気
を
告
げ
る
さ
く

ら
の
花
を
見
ま
す
と
、
私
共
に

躍
動
感
と
活
気
が
漲
り
明
る
く

な
る
の
も
不
思
議
な
も
の
で

す
。日

独
女
王
と
と
も
に
大
宮
八

幡
の
春
が
訪
れ
た
様
な
感
が
致

し
ま
し
た
。

今
度
の
両
女
王
の
来
宮
は
当

宮
で
も
初
め
て
の
こ
と
、
ま
し

て
、
杉
並
区
で
も
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
財
団
法
人
日
本
さ
く
ら
の
会
に
感
謝
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
当
宮
の
新
ら
た
な
さ
く
ら
の
歴
史
の

一
頁
を
開
い
て
頂
き
ま
し
た
の
で
、
こ
の
ご
縁
を
大
切
に

し
て
、
杉
並
区
の
さ
く
ら
の
名
所
で
あ
り
ま
す
元
境
内
の

和
田
堀
公
園
や
善
福
寺
川
沿

い
の
さ
く
ら
並
木
に
つ
な
が

る
大
宮
八
幡
の
さ
く
ら
と
し

て
、
大
切
に
育
成
し
て
新
し

い
櫻
の
園
と
な
り
、
地
域
の

活
性
化
に
繋
が
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

い
よ
い
よ
春
の
大
祭
（
つ

つ
じ
祭
）
も
近
づ
い
て
参
り

ま
し
た
。
御
鎮
座
九
四
〇
年

記
念
の
事
業
で
、
麗
し
く
整

備
さ
れ
た
若
葉
薫
る
大
宮
八

幡
宮
の
杜
に
、
多
く
の
氏

子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
参

拝
を
頂
き
、
大
神
様
の
御
稜

威
を
お
受
け
に
な
り
、
心
の

癒
し
と
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
ま

す
よ
う
お
祈
り
致
し
ま
す
。

春
は
日
独
さ
く
ら
の
女
王
と
と
も
に
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平
成
十
五
年
に
、
御
鎮
座
九
四
〇
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
大
宮
八
幡
宮
奉
賛
会
を
平
成
十
四
年
六
月

一
日
に
結
成
し
、
爾
来
二
年
に
亘
り
、
記
念
事
業
推

進
の
為
勧
募
活
動
を
お
願
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

お
陰
様
で
氏
子
・
崇
敬
者
の
皆
様
の
真
心
籠
る
ご
浄

財
の
ご
奉
賛
を
賜
わ
り
、
こ
の
度
、
奉
賛
目
標
を
達

成
し
、
第
二
期
整
備
事
業
の
追
加
工
事
を
残
す
の
み

と
な
り
ま
し
た
の
で
、
勧
募
活
動
は
春
の
大
祭
を
以

て
一
応
終
了
し
、
六
月
十
五
日
に
記
念
事
業
の
竣
功

奉
告
祭
と
祝
賀
式
を
行
う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
関
係
者
各
位
に
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。

当
宮
御
鎮
座
九
四
〇
年
記
念
事
業
の
第
二
期
事
業

と
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
北
参
道
整
備
工
事

が
こ
の
ほ
ど
竣
功
、
去
る
三
月
十
五
日
竣
功
清
祓
式

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
度
の
工
事
は
北
参
道
赤
門
の
修
復
と
参
道
の
整

備
を
行
う
も
の
。
赤
門
は
昭
和
四
十
年
の
御
鎮
座
九

百
年
事
業
で
現
在
地
に
移
築
さ
れ
て
以
来
の
改
修
。

工
事
は
従
来
の
基
礎
と
柱
の
間
に
沓
石
と
呼
ば
れ
る

礎
石
を
施
し
、
全
体
の
高
さ
を
従
来
よ
り
六
十
セ
ン

チ
嵩
上
げ
。
そ
れ
に
伴
い
通
路
を
斜
路
と
し
て
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
し
ま
し
た
。
ま
た
御
屋
根
の
銅
板
葺
き

替
え
、
柱
の
根
元
部
分
の
補
修
を
実
施
。
朱
塗
り
替

え
工
事
も
行
わ
れ
、
あ
と

は
扉
板
の
飾
り
金
具
の
取

付
け
工
事
を
以
て
建
立
当

時
の
結
構
が
復
元
さ
れ
ま

す
。さ

ら
に
こ
れ
ま
で
の
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
の
北
参

道
も
改
修
。
表
参
道
で
使

用
さ
れ
て
い
た
稲
田
石
の

敷
石
を
移
設
、
左
右
に
玉

砂
利
を
敷
き
詰
め
、
和
田

堀
公
園
口
の
景
観
を
一
新

し
ま
し
た
。

こ
の
赤
門
は
、
も
と
も
と
は
正
門
で
前
記
の
通
り

御
鎮
座
九
〇
〇
年
に
際
し
現
在
地
に
移
築
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
改
修
工
事
で
色
を
落
と
し
て
い
る
際
に
、

釘
で
書
い
た
よ
う
な
二
〇
九
年
前
の
「
寛
政
七
卯
年

五
月
三
日
　
中
山
□
□
、
中
根
□
□
」
の
書
き
込
み

が
扉
板
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

古
記
録
に
よ
れ
ば
元
禄
十
年
（
一
六
九
七
）
に
境

内
の
大
改
造
が
行
わ
れ
た
と
あ
り
、
赤
門
も
こ
の
時

建
立
さ
れ
、
下
っ
て
寛
政
七
年
改
修
の
際
に
書
か
れ

た
の
か
、
あ
る
い
は
寛
政
七
年
が
建
立
年
だ
っ
た
の

か
、
い
ず
れ
に
せ
よ
区
の
文
化
財
委
員
の
鑑
定
で
赤

門
が
江
戸
中
期
以
前
の
も
の
と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

神
具
奉
納

一
、
金
　
伍
万
円

こ
の
度
、
方
南
峰
・
峯
栄
地
区
総
代
世
話
人
御
一

同
よ
り
神
具
代
と
し
て
右
浄
財
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

【
第
一
期
事
業
】

一
、
神
門
前
参
道
広
場
（
大
祓
・
遙
拝
祭
場
）
の
整
備

イ
ン
タ
ー
ロ
ッ
キ
ン
グ
舗
装
工
事
一
式

「
平
成
十
五
年
八
月
一
日
竣
功
」

一
、
南
参
道
入
り
口
の
整
備

社
号
標
（
一
基
）
燈
籠
（
一
基
）

石
玉
垣
舗
設
工
事

「
平
成
十
五
年
五
月
一
日
竣
功
」

【
第
二
期
事
業
】

一
、
拝
殿
釣
燈
籠
の
新
調
　
四
基

（
一
基
五
〇
万
円
）「
四
基
共
奉
納
済
」

一
、
大
宮
稲
荷
鳥
居
の
再
建
　
五
基

（
一
基
五
〇
万
円
）「
五
基
共
奉
納
済
」

一
、
宝
物
殿
朱
塗
替
工
事
一
式

「
平
成
十
五
年
八
月
三
十
一
日
竣
功
」

一
、
北
参
道
の
整
備

赤
門
（
基
礎
上
げ
及
び
朱
塗
替
え
工
事
他
）
敷
石
改
修

工
事

「
平
成
十
六
年
三
月
十
五
日
竣
功
」

一
、
祭
典
費
・
記
念
品
費
・
事
務
費
等
諸
経
費

合
計
　
五
、
〇
〇
〇
万
円

＊
ご
奉
賛
の
お
願
い

尚
、
春
の
大
祭
終
了
ま
で
引
続
き
奉
賛
活
動
を
進
め
て
お
り
ま
す

の
で
、
皆
様
方
に
は
引
続
き
格
別
な
る
ご
篤
志
を
以
っ
て
、
一
口

（
一
万
円
）
以
上
の
ご
奉
賛
を
仰
ぎ
度
く
再
度
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

何
卒
ご
協
賛
を
賜
り
、
大
神
様
と
の
ご
神
縁
を
よ
り
深
い
も
の
と
し

て
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

大
宮
八
幡
宮
奉
賛
会

実
行
委
員
長

高
橋
住
雄

大
宮
八
幡
宮
　
　
宮
司

鎌
田
紀
彦

御
鎮
座
九
四
〇
年
記
念
事
業
の
概
要

大
宮
八
幡
宮
奉
賛
会
よ
り
お
知
ら
せ

御
鎮
座
九
四
〇
年
記
念
第
二
期
事
業

北
参
道
整
備
工
事
が
竣
功

赤
門
の
落
書
き
発
見
！！

元
禄
再
建
時
の
建
物
か
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越
川

紀
　
安
達
紀
考
　
大
津
理
佳

清
水
れ
い
な
　
横
野
葵
　
内
田
勇
也

酒
井
太
幹
　
市
村
心
暖
　
小
池
愛
澄

石
川
咲
花
　
長
谷
真
碧
　
吉
田
汐
音

浅
井
彩
　
仲
山
航
　
小
椋
陽
仁
　

五
十
嵐
優
　
近
山
陽
太
郎
　
中
澤
凱

今
川
颯
希
　
相
原
瑞
乃
　
丸
山
朝
葉

倉
原
友
樹
　
小
沼
由
輝
　
井
口
乙
薫

重
見
明
里
　
江
原
菜
未
　
西
村
光
陽

渡
邊
悠
人
　
小
池
嘉
生
　
梶
岡
駿
磨

佐
々
木
智
光
　
長
池
唯
花
　
北
村
美
裕

鈴
木
涼
平
　
松
嶋
日
々
生
　
松
嶋
周
二

長
堀
翔
　
高
本
佳
奈
子
　
長
峯
桃
　

西
田
颯
斗
　
片
山
ま
こ
　
北
原
大
瑚

田
中
翔
子
　
田
中
響
子
　
小
野
翔
真

太
田
原
歩
圭
　
夏
見
琴
音
　
太
組
光
陽

山
内
葉
菜
美
　
加
茂
龍
之
介
　

目
時
有
華
　
遅
澤
美
友
　
高
田
力
響

沼
部
準
希
　
木
村
め
い
　
木
村
ゆ
い

大
丸
莉
乃
　
兼
子

太
朗
　
池
田
充
希

堅
木
優
香
　
田
中
慶
輝
　
高
梨
陸
斗

倉
田
知
佳
　
吹
越
勇
美
　
竹
内
徳
峻

橘
田
紫
乃
　
篠
崎
あ
ず
さ
　
川
合
健
斗

有
永
健
将
　
田
畑
優
乃
　
中
川
樹
　

宮
本
浩
旗
　
今
井
菜
々
子
　
今
井
崇
人

早
船
香
輪
　
渡
邊
翠
　
中
村
優
吾
　

富
田
雄
士
　
春
田
佳
音
　
岩
宮
礼
　

秋
城
翠
沙
　
山
田
帆
花
　
江
村
祥
太

柴
田
未
咲
希
　
小
澤
蓮
　
佐
藤
洋
斗

天
児
和
樹
　
横
場
遥
香
　
岩
瀬
友
莉

細
川
栞
　
石
田
善
英
　
西
村
晴
花
　

伊
藤
颯
希
　
大
森
涼
子
　
山
本
一
考

田
村
太
一
　
宇
治
川
璃
里
　
大
滝
琴
未

村
松
志
朗
　
大
内
夏
未
　
五
十
嵐
千
紗

坊
和
泉
　
宮
内
萌
々
花
　
今
井
紅
葉

匂
坂
豪
世
　
小
林
香

粕
谷
碧
希

大
泉
統
弥
　
松
川
和
輝
　
小
林
俊
介

安
楽
美
世
　
笹
村
拓
未
　
初
本
紗
夏

金
子
由
美
那
　
渡
部
史
華
　
小
林
直
吏

戸
枝
優
一
郎
　
渡
辺
み
ち
る

小
川
源
貴
　
外
内
滉
大
　
増
田
遥
妃

木
原
由
梨
奈
　
杉
山
智
耶
　
礒
崎
結
衣

渡
邊
大
輝
　
岡
村
望
愛
　
西
田
光
貴

杉
本
柊
人
　
青
山
楽
　
尾
崎
結
衣

佐
藤
謙
太
　
小
栗
千
幸
　
山
尾
雄
志

中
川
美
歩
　
浅
野
美
咲
　
新
岡
尊

小
長
光
悠
斗

渡
辺
紗
弥
花

伊
藤
琴
乃

若
橋
亜
希
子
　
若
橋
亜
沙
子

中
野
か
な
　
大
口
慶
介
　
麻
生
若
那

長
谷
川
温
人
　
長
谷
川
穂
香

小
倉
朋
也
　
熊
谷
一
馬
　
田
中
晶
帆

ツ
ァ
イ
ガ
ー
瑠
加
　
田
浦
亜
弥

山
田
千
穂
　
宮
川
未
央
　
石
川
敦
也

大
野
正
太
郎
　
志
賀
俊
明
　
山
田
真
悟

真
野
な
つ
み
　
小
牧
裕
美
子

石
井
優
希
　
中
島
美
花
　
高
橋
花
梨

木
下
大
勢
　
吉
永
恭
平
　
池
端
志
音

藤
松
み
さ
き
　
竹
内
詩
　
岡
澤
麻
衣

長
島
晴
一
　
久
米
碧
　
福
澤
杏
寿

安
蒜
絵
美
梨
　
後
藤
泰
輔
　
中
澤
友
梨

天
野
夢
衣
　
来
島
明
日
美
　
飯
川
楊
介

佐
々
木
奏
太
郎
　
井
口
穣
　
上
新
拓
海

竹
内
健
悟
　
吉
田
結
実
　
早
川
心

松
川
美
歩
　
内
藤
瑞
稀
　
吉
崎
里
咲

佐
藤
彩
乃
　
内
島
り
ん
　
渡
辺
大
晴

黒
澤
あ
き
ら
　
山
本
風
香
　
中
坪
龍
吾

中
林
徳
　
根
本
理
瑚
　
瀧
本
咲
愛

宮
本
雄
斗
　
宮
本
雄
太
　
小
川
歩
珠

森
涼
果
　
安
田
匠
　
鈴
木
杏
友
沙

浅
野
颯
汰
　
伊
東
航
星
　
棚
本
な
つ
き

高
橋
祐
貴
　
榎
並
惇
太
　
白
神
栞
奈

天
野
里
佳
子
　
堀
内
恒
史
朗

岩
本
璃
々
　
沼
田
優
花
　
永
田
妃
美
花

松
田
良
太
　
鈴
木
日
和
　
須
藤
優
雅

五
本
木
瑞
希
　
中
山
将
利
　
福
田
健
人

國
武
み
つ
き
　
大
波
奈
々
　
筑
紫
里
穂

斎
須
匠
真
　
生
田
寛
絵
　
木
戸
村
直
哉

寺
尾
希
実
　
島
田
大
雅
　
藤
井
祐

佐
々
歩
花
　
西
下
徳
二
　
小
山
陽
一
郎

千
野
友
愛
　
小
日
向
桜
　
岡
健
心

日
谷
文
佳
　
小
林
豪
　
宗
澤
莉
香

小
林
雅
也
　
齋
藤
圭
吾
　
加
藤
力

寺
元
絢
音
　
松
本
彩
由
　
高
橋
佳
大

扇
田
彩
未
　
齋
藤
孝
太
郎
　
高
橋
真
理

大
内
優
生
　
渡
邊
八
玖
雲
　
前
沢
翔
吾

久
保
田
梨
紗
子
　
大
嶋
育
実

有
田
柚
南
　
山
田
有
紗
　
木
村
彩
乃

松
山
勇
汰
　
新
免
快
人
　
山
崎
琴
乃

山
崎
結
乃
　
神
崎
天
翔
　
神
山
七
翔

小
林
夏
希
　
糟
谷
美
月
　
千
田
遥
大

生
川
翔
大
　
名
嘉
星
也
　
石
田
龍
平

小
佐
井
麻
帆
　
金
子
舞
渚

佐
々
木
結
花
　
久
保
慧
　
奥
村
香
奈
恵

荒
木
佑
芽
　
平
田
蒼
葉
　
河
内
結
太

南
木
咲
耶
　
岡
部
萌
乃
　
菊
池
穂
乃
香

岡
田
穂
香
　
岸
尚
輝
　
石
原
悠
人
　

下
澤
麻
衣
　
平
田
実
里
　
村
松
花
梨

土
屋
奏
　
栗
原
優
輝
　
池
上
翔
太
朗

陽
田
朱
海
　
山
崎
奏
汰
　
立
岡
政
季

中
嶋
咲
綺
　
土
橋
颯
　
檀
上
葵
　

栗
原

子
　
鈴
木
心
寧
　
豊
原
寧
乃

小
澤
怜
奈
　
丹
治
聖
陽
　
宮
川
璃
月

米
山
海
花
　
小
林
瑞
葵
　
佐
藤
綾
花

黒
岩
志
音
　
近
藤
陽
菜
　
西
野
海
音

志
村
ほ
の
か
　
櫻
井
友
香
里
　

横
小
路
貴
海
　
野
口
彩
奈
　
望
月
陽
太

水
上
仁
　
飯
岡
陽
香
　
新
村
光
太
郎

高
橋

江
頭
駿
　
高
田
蓮
　

遠
藤
く
る
み
　
沢
野
井
奈
央
　

山
内
穂
奈
美
　
川
越
悠
生
　
金
田
夢
叶

池
原
奨
　
吉
村
巧
　
尾
竹
風
香
　

柴
田
陽
楽
　
藤
田
琴
奈
　
三
十
苅
拓
巳

菊
池
一
真
　
大
山
紗
可
　
田
村
洸
貴

倉
島
佑
太
　
久
保
玄
輝
　
菊
武
映
仁

佐
藤
未
梨
　
明
田
川
桃
々
　
木
山
耀
太

戸
部
敬
介
　
西
村
優
杏
　
吉
村
歩
夢

栗
田
真
弥
　
東
怜
央
　
大
高
直
子
　

高
野
航
大
　
庄
司
真
太
郎
　
中
村
友
哉

北
川
七
海
　
清
水
駿
太
　
俵
や
よ
い

伊
東
唯
陽
　
千
場
和
樹
　
五
十
嵐
瑛
名

丹
呉
怜
星
　
花
岡
京
　
太
田
乃
愛
　

初初
宮宮
詣詣
芳芳
名名

平
成
十
五
年
六
月
十
四
日
〜
平
成
十
五
年
六
月
二
十
九
日

平
成
十
五
年
十
一
月
十
六
日
〜
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
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坪
川
翔
一
　
大
久
保
愛
佳
　
長
木
怜
香

荒
井
康
佑
　
堀
越
日
菜
子
　
味
岡
颯
大

月
崎
ア
リ
シ
ア
　
堀
優
花
　
古
川
紗
衣

関
根
由
伽
理
　
高
橋
言
羽
　

實
重
ほ
の
か
　
安
達
佳
穂
奈
　

菅
田
憲
史
　
杉
本
蓮
　
山
内
千
寛
　

三
上
め
る
も
　
市
村
恭
太
郎
　

水
上
翔
瑛
　
鈴
木
優
乃
　
小
木
曽
巧

中
村
在
　
小
川
拓
真
　
岩
田
幸
志
郎

石
森
大
豊
　
関
口
翔
太
　
堀
ノ
内
琴
美

塩
田
匠
都
　
白
木
唯
祐
子
　
寺
林
格
明

室
岡
明
星
　
松
本
祐
　
長
嶋
顕
浩
　

渡
部
泰
斗
　
原
万
由
子
　
渡
部
創
志
郎

寺
本
紅
葉
　
高
野
真
弥
　
伊
藤
星
那

平
野
智
紗
子
　
古
賀
瑞
季
　
伊
藤
美
結

斉
藤
心
　
荒
井
梨
里
　
青
木
ま
る
　

工
藤
杏
珠
　
内
藤
有
菜
　
鈴
木
湧
太

鶴
田
宗
春
　
岡
本
紗
緒
里
　
小
池
穂
果

中
澤
ひ
と
み
　
川
村
亜
綺
　

長
谷
川
浩
大
　
阿
部
千
遥
　
坂
本
彩
花

白
木
柚
　
岩
淵
く
る
み
　
小
野
田
隼
斗

矢
野
遼
太
　
継
智
哉
　
佐
々
木
縁
　

佐
藤
瑞
起
　
打
越
璃
乃
　
高
田
明
香

尾
身
悠
太
　
長
谷
川
月
乃
　
塩
塚
亮
太

石
田
響
瑛
　
田
中
萌
璃
　
辻
琉
宇
玖

和
田
玲
吾
　
野
辺
周
佑
　
内
堀
優
光

岡
本
杏
介
　
佐
藤
樹
里
　
濱
武
斗
　

畠
山
大
樹
　
荒
木
瑚
白
　
谷
合
姫
菜
乃

新
原
大
樹
　
森
佳
恩
　
義
岡
美
怜
　

堀
江
俊
輔
　
佐
々
木
静
音
　
平
田
理
恋

小
川
す
み
れ
　
山
本
雄
大
　
中
島
千
尋

竹
内
萌
々
花
　
太
田
康
介
　
片
野
航
成

櫻
井
翼
　
徳
田
梨
音
　
藤
村
裕
希
　

市
川
幸
紀
　
内
村
直
温
　
宮
内
咲
良

井
坂
未
依
奈
　
毛
利
理
暉
　

和
氣
友
里
恵
　
左
部
周
平
　
山
田
幹

大
神
田
聖
人
　
高
村
陽
菜
　
澁
木
灯

田
中
玲
央
　
安
東
季
胤
　
田
中
寛
人

三
塚
百
々
花
　
千
葉
雪
乃
　
徳
永
涼
介

恩
田
耀
　
菊
間
太
耀
　
酒
井
実
優
　

杉
崎
遥
香
　
川
原
杏
月
　
土
方
美
月

仲
田
琉
馬
　
岩
淵
柚
葉
　
西
尾
渉
　

香
坂
桃
佳
　
館
野
奈
々
　
佐
谷
光
瑠
子

山
元
楓
　
藤
森
佑
太
郎
　
北
林
真
拓

伊
藤
里
輝
　
木
間
歩
　
森
彪
太
朗
　

千
波
美
雪
　
赤
星
里
依
　
二
本
柳
宏
征

楠
本
健
太
　
中
村
圭
一
　
平
野
直
　

寺
尾
爽
　
織
田
真
乃
介
　
見
田
彩
音

金
子
皓
一
　
金
子
友
莉
子
　

羽
井
佐
柊
吉
　
小
林
嘉
月
　

池
田
宗
ノ
介
　
石
崎
暖
士
　

梁
川
亜
以
奈
　
岩
切
楓
　
小
原
亘
世

寺
本
日
和
　
相
原
紗
雪
　
稲
葉
七
海

秋
山
明
子
　
渡
邊
陽
奈
　
宮
坂
藍
子

中
村
佳
多
朗
　
百
瀬
隼
太
　

長
谷
川
愛
奈
　
鈴
木
航
平
　
西
土
真
由

岩
本
奈
々
　
秋
元
泰
喜
　
勝
浦
純
平

小
泉

鈴
木
渡
海
　
大
越
悠
暉
　

水
野
拓
実
　
田
中
彩
愛
　
今
泉
咲
乃

鶴
田
梨
和
　
田
嶋
梨
央
　
若
林
幸
聖

大
野

太
朗
　
岩
田
花
鈴
　
芹
澤
紫
音

前
田
真
由
子
　
楢
崎
萌
恵
　
吉
田
日
奈

中
島
歌
梨
　
古
山
涼
太
　
山
本
彩
嘉

小
澤
実
玖
　
校
條
乃
綾
　
宮
川
慶
司

山
田
侑
希
　
朝
香
涼
子
　
荒
颯
人
　

大
江
正
行
　
千
葉
百
華
　
藤
岡
育
未

飯
嶋
寛
晃
　
末
長
拓
也
　
望
月
勇
貴

望
月
恒
貴
　
松
田
愛
　
佐
口
幸
太
郎

高
堂
颯
太
　
森
千
紗
　
安
食
里
香
　

増
田
慶
太
　
疋
田
海
音
　
村
山
実
優

井
上
優
翔
　
新
岡
遥
　

フ
ロ
チ
ェ
ル
勝
浦
瑠
音
　
黒
柳
翔
太

藤
井
和
日
　
徳
光
優
心
　
武
石
伊
織

石
井
彩
菜
　
菊
地
啓
太
　
青
木
沙
恵

柴
山
月
希
　
小
山
寛
士
　
石
田
尚
巨

小
堺
結
　
大
水
円
　
米
倉
敦
史
　

川
越
賀
之
　
千
葉
直
都
　
金
子
栞
梨

槌
井
香
菜
子
　
筒
井
涼
介
　
斎
藤
誠

稲
川
聖
美
　
永
野
敦
也
　
岸
田
郁
美

渡
辺
果
花
　
矢
野
瑛
士
　
千
北
明
日
斗

篠
崎
風
奏
　
荒
木
友
彩
　
平
松
歩
　

青
島
礼
奈
　
宮
内
優
樹
　
菊
谷
瑚
万

宮
嶋

大
河
原
啓
悟
　
中
江
隼
大

白
鳥
友
彩
　
金
指
一
世
　
山
梨
弘
翔

藤
本
妃
加
里
　
小
笠
原
己
哲
　
山
本
華

山
根
愛
生
　
飯
野
雄
翔
　
森
創
太
　

本
田
麟
太
郎
　
石
井
柊
風
　
草
場
玲
那

熊
倉
来
実
　
佐
藤
元
　
粕
谷
怜
汰
　

森
田
日
菜
　
北
川
小
春
　
川
崎
愛
海

黒
川
怜
　
大
内
健
新
　
片
山
雄
太
　

後
藤
佑
介
　
梅
田
至
　
梅
田
歩
　

高
野
杏
　
横
山
龍
太
郎
　
岩
井
零
　

秋
元
駿
太
郎
　
岩
野
麻
奈
未
　

田
中
大
登
　
住
友
南
月
　
坂
本
薫
琉
　

ペ
ー
タ
ー
セ
ン
宮
田
・
仁
奈
　

五
十
嵐
啓
太
　
新
井
瑞
穂
　
槇
浩
平

飯
塚
の
ど
か
　
川
崎
碧
　
川
埜

青
木
大
空
　
福
田
宇
京
　
佐
々
木
琉
瑠

神
村
美
欧
　
大
川
航
英
　
市
野
好
朗

高
橋
侃
汰
　
高
橋
怜
汰
　
野
崎
康
太
郎

西
岡
彩
　
磯
部
咲
衣
　
松
本
佳
樹
　

岩
堀
美
琴
　
萩
原
和
奏
　
新
宮
恋
歌

刀
祢
侑
衣
　
進
藤
彩
歌
　
菊
池
菜
生

安
原
美
詩
　
松
本
怜
実
　
佐
藤
大
誠

岩
井
り
あ
　
中
村
梨
奈
　
佐
藤
陽
昴

山
本
明
日
香
　
小
宮
山
綾
美
　

下
世
古
七
海
　
ペ
リ
ッ
ジ
京
メ
ア
リ
ー

山
崎
大
雅
　
安
藤
翔
一
　
山
本
考
樹

山
崎
莉
乃
　
森
脇
千
莉
　
塚
田
進
介

鈴
木
颯
　
山
本
菜
那
　
中
村
友
香
　

中
村
文
香
　
伊
藤
真
　
高
柳
信
之
介

小
澤
昌
也
　
榊
巻
日
奈
子
　
八
巻
美
彩

平
野
倫
太
郎
　
永
野
歌
梨
　
横
田
彩
人

小
田
悠
晴
　
濱
砂
果
穂
　
小
林
心
　

高
柳
和
弥
　
宮
里
真
生
　
山
本
暁
　

川
村
昴
大
　
山
本
梨
貴
　
中
野
優
　

国
本
愛
海
　
和
久
翔
大
　
何
森
広
　

恩
田
源
太
　
池
本
愛
　
藪
本
彩
芽
　

石
橋
彩
愛
　
田
中
佑
輝
　
鮎
川
佳
椰

中
村
美
琴
　
山
下
裕
己
　
星
野
舜
人

田
中
健
太
　

中
林
陽
菜
　
野
村
隼
大
　
蜂
屋
隆
斗

工
藤
翼
　
新
井
啓
太
　
猪
又
望
　

浜
中
陸
　
小
澤
碧
　
磯
野
寧
子



一
月
二
十
六
日
は
文
化
財
防
火
デ

ー
。
こ
の
日
を
中
心
に
都
内
で
も
八

十
カ
所
の
神
社
仏
閣
な
ど
で
消
防
訓

練
が
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、

当
宮
で
も
自
衛
消
防
訓
練
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

午
前
十
時
半
、
御
本
殿
か
ら
の
出

火
を
想
定
、
非
常
ベ
ル
で
火
災
の
発

生
を
知
ら
せ
る
と
同
時
に
一
一
九
番

通
報
。
参
拝
者
や
大
宮
幼
稚
園
園
児

の
避
難
誘
導
、
消
火
器
等
に
よ
る
初

期
消
火
に
つ
づ
き
、
駆
け
つ
け
た
杉
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平
成
十
六
年
甲
申
（
き
の
え
さ
る
）

年
。
元
旦
午
前
零
時
、
宮
司
の
打
つ

一
番
太
鼓
が
寒
気
を
つ
い
て
轟
き
わ

た
り
神
門
が
開
門
。
年
頭
の
思
い
を

込
め
た
参
拝
者
で
境
内
が
あ
ふ
れ
る

中
、
社
殿
で
は
能
楽
師
野
村
四
郎
氏

に
よ
り
神
能
「
独
り
翁
」
が
奉
納
さ

れ
、
つ
い
で
新
春
開
運
厄
除
大
祈
祷

祭
（
一
番
祈
祷
）
が
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。午

前
八
時
、
宮
司
以
下
祭
員
に
よ

り
歳
旦
祭
を
奉
仕
。
う
ら
ら
か
な
日

和
と
な
っ
た
日
中
に
は
立
正
佼
成
会

庭
野
日
鑛
会
長
、
山
田
宏
杉
並
区
長

ら
が
初
詣
を
さ
れ
ま
し
た
。

二
日
は
午
前
十
時
よ
り
小
笠
原
宗

家
嫡
男
清
基
氏
ら
小
笠
原
流
一
門
に

よ
り
大
的
式
が
奉
仕
さ
れ
ま
し
た
。

大
的
式
は
直
垂
に
風
折
烏
帽
子
姿
の

射
手
が
直
径
五
尺
二
寸
（
一
五
八
セ

ン
チ
）
の
大
的

に
矢
を
放
つ
儀

式
で
天
下
の
邪

悪
を
祓
う
除
魔

神
事
で
す
。

三
日
は
皇
室

と
国
家
の
始
め

を
祝
う
元
始
祭

を
斎
行
。
昼
に

は
石
原
伸
晃
国

土
交
通
大
臣
も
ご
家
族
お
揃
い
で
参

拝
さ
れ
ま
し
た
。

三
ヶ
日
で
昨
年
よ
り
多
く
十
万
余

の
初
詣
の
方
々
で
終
日
社
頭
が
賑
わ

い
ま
し
た
。

故
大
賀
一
郎
博
士
に
よ
っ
て
現
代

に
よ
み
が
え
っ
た
古
代
の
「
大お

お

賀が

蓮は
す

」

が
こ
の
ほ
ど
当
宮
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。大

賀
蓮
は
大
賀
博
士
の
研
究
に
よ

り
昭
和
二
十
六
年
、
千
葉
市
の
東
京

大
学
検
見
川
農
場
の
泥
炭
層
の
中
か

ら
二
千
年
前
の
古
蓮
の
実
を
発
掘
、

発
芽
に
成
功
し
、
淡
紅
色
の
花
を
咲

か
せ
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
敗

戦
に
よ
っ
て
打
ち
ひ
し
が
れ
て
い
た

日
本
人
に
明
る
い
希
望
を
も
た
せ
、

「
オ
ー
ガ
・
ロ
ー
タ
ス
」
と
し
て
全
世

界
の
反
響
を
も
呼
び
ま
し
た
。

今
度
の
奉
納
は
御
鎮
座
九
四
〇
年

の
奉
祝
記
念
と
し
て
大
賀
蓮
の
会
・

神
門
長
良
氏
（
相
模
原
市
在
住
）
の

篤
志
で
な
さ
れ
た
も
の
。
神
門
氏
は

大
賀
博
士
の
甥
に

当
た
ら
れ
、
博
士

の
遺
志
を
継
ぎ
、

大
賀
蓮
を
守
り
育

て
て
い
る
方
で
す
。

桃
の
節
句
の
三

月
三
日
、
神
門
氏
、

紹
介
者
の
切
画

師
・
風
祭
竜
二
氏

等
が
参
列
し
て
奉

納
奉
告
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
伊
勢
神
宮
初
詣
旅
行
が
一

月
二
十
一
日
〜
二
十
四
日
の
三
泊
四

日
で
行
わ
れ
、
内
外
両
宮
と
と
も
に

熊
野
三
山
を
参
拝
し
ま
し
た
。

今
年
の
旅
行
に
は
五
十
名
が
参
加
。

二
十
一
日
夕
、
当
宮
を
出
発
し
た
あ

と
川
崎
港
よ
り
一
万
二
千
ト
ン
の
カ

ー
フ
ェ
リ
ー
・
マ
リ
ン
エ
キ
ス
プ
レ

ス
に
乗
船
。
翌
二
十
二
日
早
朝
、
那

智
勝
浦
港
に
入
港
後
、
先
ず
熊
野
本

宮
大
社
に
参
拝
、
次
い
で
熊
野
速
玉

大
社
を
参
拝
。
午
後
に
は
熊
野
那
智

大
社
よ
り
青
岸
渡
寺
を
巡
拝
し
南
紀

勝
浦
の
浦
島
泊
り
。
三
日
目
は
一
路

伊
勢
に
向
か
い
、
滝
原
宮
に
立
寄
り

外
宮
、
内
宮

の
順
に
御
垣

内
参
拝
を
し

て
鳥
羽
に
宿

泊
。
そ
し
て

最
終
日
の
二

十
四
日
は
静

岡
浅
間
神
社

に
参
拝
、
夕

刻
元
気
な
姿

で
当
宮
に
帰

着
し
ま
し
た
。

並
消
防
署
消
防
隊
、
杉
並
消
防
団
第

二
分
団
、
当
宮
自
衛
消
防
隊
に
よ
る

一
斉
放
水
に
よ
り
無
事
鎮
火
し
ま
し

た
。
演
習
終
了
後
は
参
加
さ
れ
た
地

元
町
会
の

方
々
や
職

員
等
に
よ

る
水
消
火

器
を
使
っ

た
初
期
消

火
訓
練
も

行
わ
れ
ま

し
た
。

杜杜
のの
話話
題題

十
六
年
新
春
の
表
情

大
賀
蓮
を
奉
納

大
賀
一
郎
博
士
の
縁
者
が

初
詣
旅
行
・
熊
野
三
山
へ

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練
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一
月
十
五
日
午
前
、
小
正
月
恒
例

の
行
事
で
あ
る
古
神
札
焼
納
祭
（
ど

ん
ど
焼
き
）
が
当
宮
境
内
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
日
ま
ず
月
次
祭
並
古

神
札
焼
納
奉
告
祭
が
ご
社
殿
に
て
執

り
行
わ
れ
た
あ
と
、
境
内
斎
場
で
焼

納
祭
を
斎
行
。
祝
詞
奏
上
に
つ
づ
き

火
切
神
事
が
行
わ
れ
、
古
代
さ
な
が

ら
轆
轤
（
ろ
く
ろ
）
の
火
切
り
具
で

忌
み
火
を
起
こ
し
、
年
末
年
始
神
社

に
納
め
ら
れ
た
古
神
符
守
札
類
、
正

月
飾
り
な
ど
が
積
み
上
げ
ら
れ
た
山

に
着
火
さ
れ
る
と
、
参
拝
者
は
浄
火

に
手
を
か
ざ
し
て
今
年
一
年
の
無
病

息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

特
に
本
年
か
ら
将
来
に
亘
り
こ
の

行
事
を
存
続
さ
せ
る
為
、
係
員
を
配

置
し
て
、
お
納
め
頂
く
際
点
検
を
さ

せ
て
頂
き
、
燃
え
な
い
物
や
神
社
に

関
係
の
な
い
物
は
お
断
り
致
し
、
お

持
ち
帰
り
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

こ
の
行
事
に
ご
奉
仕
頂
い
た
消
防
団

員
よ
り
例
年
の
様
に
変
な
匂
い
も
せ

ず
、
綺
麗
に
燃
え
尽
き
た
と
の
感
想

も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

当
宮
さ
く
ら
ま
つ
り
期
間
中
の
去

る
三
月
二
十
八
日
、
日
本
と
ド
イ
ツ

の
さ
く
ら
の
女
王
が
来
宮
、
譛
日
本

さ
く
ら
の
会
（
会
長
・
河
野
洋
平
衆

議
院
議
長
）
奉
納
の
当
宮
御
鎮
座
九

四
〇
年
奉
祝
記
念
樹
を
境
内
に
植
樹

致
し
ま
し
た
。

記
念
植
樹
を
行
っ
た
の
は
第
二
十

代
さ
く
ら
プ
リ
ン
セ
ス
の
藤
田
真
理

子
さ
ん
と
第
二
十
三
代
ド
イ
ツ
・
ハ

ン
ブ
ル
ク
の
さ
く
ら
の
女
王
の
マ
イ

ケ
・
タ
ッ
リ
ン
ス
さ
ん
。
譛
日
本
さ

く
ら
の
会
で
は
三
月
二
十
七
日
を

「
さ
く
ら
の
日
」
と
し
、
こ
の
日
を
中

心
に
さ
く
ら
祭
り
中
央
大
会
な
ど
諸

行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
今
年

は
記
念
植
樹
地
と
し
て
小
諸
の
懐
古

園
と
と
も
に
九
四
〇
年
の
当
宮
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

当
日
は
午
前
十
一
時
四
十
五
分
よ

り
社
殿
に
て
奉
納
奉
告
祭
を
斎
行
の

の
ち
修
復
な
っ
た
赤
門
脇
の
神
苑
に

て
植
樹
の
儀
。
両
さ
く
ら
の
女
王
、

ま
た
参
列
の
、
山
田
杉
並
区
長
ら
に

よ
っ
て
奉
祝
記
念
樹
「
八
重
紅
枝
垂
」

が
植
樹
さ
れ
ま
し
た
。
植
樹
終
了
後

は
日
独
さ
く
ら
の
女
王
を
囲
ん
で
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

恒
例
の
さ
く
ら
ま
つ
り
が
三
月
二

十
日
か
ら
四
月
四
日
の
土
、
日
曜
に

催
さ
れ
、
夜
間
に
は
境
内
の
さ
く
ら

も
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
と
く
に
三

月
二
十
七
日
夕
に
は
日
・
独
さ
く
ら

の
女
王
記
念
植
樹
祭
の
前
夜
祭
を
兼

ね
地
元
西
永
福
の
ア
イ
ド
ル
歌
手
、

ク
ラ
ウ
ン
レ
コ
ー
ド
「
茅
は
る
」
の

歌
謡
シ
ョ
ー
が
奉
納
さ
れ
た
他
、
期

間
中
境
内
に
は
お
休
み
処
や
お
茶
屋

も
設
け
ら
れ
、
春
宵
の
一
刻
を
そ
ぞ

ろ
楽
し
む
参
拝
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

立
春
を
前
に
二
月
三
日
、
節
分
祭

が
斎
行
さ
れ
、
境
内
で
は
除
災
招
福

を
願
う
豆
撒
き
神
事
も
行
わ
れ
ま
し

た
。こ

の
日
、

前
夜
来
の
雨

も
上
が
り
、

ほ
の
か
に
春

の
訪
れ
も
感

じ
ら
れ
る
中

午
前
十
時
よ

り
節
分
祭
を

斎
行
。
宮
司

の
祝
詞
奏
上

の
あ
と
追
儺

の
儀
が
行
わ

れ
、
桃
の
弓

に
て
葦
の
矢

が
天
、
地
、

人
と
射
ら
れ

ま
し
た
。
つ

い
で
鬼
の
お

面
を
か
ぶ
っ

た
大
宮
幼
稚

園
児
や
氏
子

崇
敬
者
が
居
並
ぶ
な
か
豆
撒
き
神
事

が
行
わ
れ
、
豆
が
撒
か
れ
る
た
び
に

境
内
で
は
大
き
な
ど
よ
め
き
が
起
こ

り
ま
し
た
。

ど
ん
ど
焼
き

御
鎮
座
九
四
〇
年
奉
祝
記
念
樹

日
独
さ
く
ら
の
女
王
ら
が
植
樹

さ
く
ら
ま
つ
り
も

節
分
祭
・
追
儺
の
儀

桃
の
弓
　
葦
の
矢
で
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建
国
記
念
の
日
の
二
月
十
一
日
、

紀
元
祭
が
斎
行
さ
れ
、
神
武
肇
国
の

昔
を
偲
び
ま
し
た
。
ま
た
紀
元
祭
に

併
せ
イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
・
隊
員
安

全
祈
願
祭
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

紀
元
祭
は
十
一
日
午
前
十
時
よ
り

斎
行
、
国
歌
「
君
が
代
」
を
斉
唱
の

あ
と
、
宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
。
つ
い

で
神
楽
「
浦
安
の
舞
」
が
奉
奏
さ
れ

た
の
ち
参
列
者
を
代
表
し
て
高
千
穂

大
学
大
関
雅
成
理
事
長
、
同
藤
井
耐

学
長
、
大
泉
時
男
元
杉
並
区
議
会
議

長
、
立
正
佼
成

会
黒
澤
国
雄
杉

並
教
会
長
ら
が

次
々
に
玉
串
を

奉
り
て
拝
礼
。

次
い
で
神
門
前

参
道
広
場
を
斎

場
に
橿
原
神
宮

遥
拝
が
行
わ
れ
、

全
員
で
「
紀
元

節
」
を
声
高
ら

か
に
奉
唱
し
ま

し
た
。

亦
青
年
神
職

の
全
国
組
織
体

で
あ
る
神
道
青

年
全
国
協
議
会

で
は
自
衛
隊
の

イ
ラ
ク
復
興
支

援
活
動
に
伴
い

派
遣
自
衛
官
の
安
全
祈
願
祭
の
斎
行

を
全
国
神
社
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す

が
、
当
宮
で
も
二
月
十
一
日
紀
元
祭

に
併
せ
安
全
祈
願
祭
を
行
い
、
以
降

恒
例
祭
や
朝
の
御
日
供
祭
に
併
せ
、

連
日
、
安
全
を
お
祈
り
し
て
お
り
ま

す
。二

月
九
日
は
初
午
。
こ
の
日
は
稲

荷
大
神
が
京
都
・
伏
見
の
峰
に
天
下

り
な
さ
っ
た
日
で
す
が
、
当
宮
で
も

境
内
の
大
宮
稲
荷
神
社
や
兼
務
各
社

で
初
午
祭
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
宮
稲
荷
神
社
の
初
午
祭
は
当
宮

御
鎮
座
九
四
〇
年
記
念
事
業
で
再
建

さ
れ
た
稲
荷
鳥
居
六
基
の
朱
が
映
え

る
な
か
、
午
後
一
時
よ
り
宮
司
以
下

祭
員
奉
仕
に
よ
り
斎
行
。
各
々
の
ご

家
業
の
繁
栄
を
祈
り
祭
典
後
は
幟
り

奉
納
者
な
ど
参
列
者
が
出
席
し
て
清

涼
殿
に
て
直
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
方
南
一
丁
目
に
あ
る
境
外

社
、
谷
中
稲
荷
神
社
の
初
午
祭
は
午

後
三
時
よ
り
斎
行
。
祭
典
後
参
列
の

石
原
伸
晃
国
土
交
通
大
臣
や
稲
荷
講

の
講
員
ら
は
七
輪
で
焼
い
た
鰯
や
油

揚
に
舌
鼓
を
打
ち
乍
ら
楽
し
い
直
会

の
一
と
き
を
過
し
ま
し
た
。
こ
の
他

堀
内
稲
荷
神
社
は
同
日
午
前
に
、
ま

た
尾
崎
稲
荷
神
社
、
白
山
稲
荷
神
社

は
前
日
八
日
に
初
午
祭
が
斎
行
さ
れ

ま
し
た
。

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会
和
田
第
一

支
部
で
は
毎
年
、
年
頭
に
当
宮
に
参

拝
さ
れ
て
い
ま
す
が
今
年
も
去
る
二

月
八
日
、
吉
田
高
子
支
部
長
以
下
百

名
の
会
員
の
皆
さ
ん
が
参
拝
、
身
体

健
勝
・
家
内
安
全
の
ご
祈
願
を
さ
れ

ま
し
た
。
つ
い
で
清
涼
殿
に
て
新
春

の
集
い
が
開
催
さ
れ
、
鎌
田
宮
司
が

講
話
を
行
い
ま
し
た
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
恒
例
の
大
宮

天
満
宮
の
天
神
祭
が
、
今
年
も
七
月

二
十
五
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

先
ず
、
学
業
技
芸
の
向
上
を
祈
る

天
神
祭
を
午
後
六
時
よ
り
斎
行
し
、

午
後
七
時
よ
り
社
殿
前
に
お
い
て
、

和
太
鼓
の
奉
納
演
奏
が
「
時
間
を
は

ず
し
た
日
の
祭
事
」
と
し
て
執
り
行

わ
れ
ま
す
。

又
今
年
も
奉
祝
の
「
書
画
行
燈
」

を
左
記
の
通
り
募
集
致
し
ま
す
の
で

奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。

記

・
水
彩
画
、
習
字
等
を
指
定
の
用
紙

を
使
用
し
て
ご
応
募
下
さ
い
。

・
用
紙
は
、
六
月
よ
り
無
料
で
お
配

り
致
し
ま
す
。

・
用
紙
は
、
横
長
で
ご
使
用
下
さ
い
。

・
作
品
に
は
、
必
ず
名
前
を
書
き
入

れ
て
下
さ
い
。
ま
た
申
込
み
用
紙

に
住
所
氏
名
を
ご
記
入
下
さ
い
。

・
締
切
り
は
、
七
月
十
日
で
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
務
所
ま
で
。

紀
元
祭
に
併
せ

イ
ラ
ク
派
遣
自
衛
隊
安
全
祈
願
祭

も
斎
行

各
社
で
初
午
祭

谷
中
稲
荷
・
石
原
大
臣
も
参
列

立
正
佼
成
会
杉
並
教
会

和
田
第
一
支
部
が
ご
参
拝

大
宮
天
神
祭

奉
納
「
行
燈
」
募
集

な
ま
え
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恒
例
の
夏
越
（
な
ご
し
）
の
大
祓

を
来
る
六
月
三
十
日
午
後
四
時
よ
り

神
門
前
広
場
の
斎
庭
で
斎
行
致
し
ま

す
。
大
祓
は
私
ど
も
が
日
頃
知
ら
ぬ

間
に
お
か
し
た
罪
や
心
身
に
う
け
た

け
が
れ
を
祓
い
清
め
る
大
切
な
神
事

で
、
古
来
国
家
の
一
大
行
事
と
し
て

六
月
と
十
二
月
の
晦
日
に
行
わ
れ
て

来
ま
し
た
。

神
事
で
は
人
の
形
を
し
た
形
代
に

息
を
三
度
吹
き
か
け
、
境
内
の
茅
の

輪
を
左
右
左
と
三
度
ま
わ
っ
て
く
ぐ

り
ま
す
。
茅
の
輪
く
ぐ
り
は
、
善
行

を
し
た
蘇
民
将
来
が
武
塔
神
（
素
盞

嗚
尊
）
か
ら
「
も
し
疫
病
が
流
行
し

た
ら
茅
の
輪
を
腰
に
つ
け
る
と
免
れ

る
」
と
教
え
ら
れ
、
疫
病
を
免
れ
た

と
い
う
故
事
に
基
づ
く
も
の
で
す
。

特
に
夏
越
の
大
祓
は
「
水
無
月
の

夏
越
し
の
祓
す
る
人
は
ち
と
せ
の
命

の
ぶ
と
い
ふ
な
り
」
と
も
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。
多
く
の
皆
様
の
ご
参
列

を
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

「
第
二
十
四
回
杉
並
大
宮
さ
つ
き

展
示
会
」（
主
催
大
宮
さ
つ
き
の
会
・

後
援
杉
並
区
）
が
、
来
る
五
月
二
十

四
日
〜
六
月
二
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

す
。氏

子
崇
敬
者
の
会
員
よ
り
例
年
約

百
鉢
の
さ
つ
き
が
出
品
さ
れ
ま
す
。

こ
の
展
示
会
の
特
徴
は
賞
を
設
け
な

い
の
で
、
初
心
者
で
も
参
加
出
来
る

展
示
会
で
す
。
入
会
ご
希
望
の
方
は
、

「
広
き
野
に
靈
の
清
水
の
あ
る
と

こ
ろ
」（
青
畝
）
と
詠
ま
れ
て
い
る
と

お
り
、
多
摩
清
水
社
よ
り
御
神
水
が

湧
き
出
て
お
り
ま
す
。
多
摩
清
水
社

例
祭
は
水
神

様
の
御
徳
を

お
慕
い
申
し

上
げ
、
私
ど

も
の
生
命
の

源
で
あ
る
水

の
恵
み
に
改

め
て
感
謝
の

誠
を
捧
げ
る

お
祭
り
で

す
。

社
務
所
ま

で
お
問
合

わ
せ
下
さ

い
。ま

た
、

期
間
中
の

日
曜
日
に

は
、
さ
つ

き
作
り
の

講
習
会
も

実
施
さ
れ

ま
す
。

平
安
の
七
夕
飾
り
「
乞
巧
奠
（
き

っ
こ
う
で
ん
）」
を
今
年
も
七
月
一
日

よ
り
十
五
日
の
間
、
清
涼
殿
ロ
ビ
ー

に
て
再
現
公
開
致
し
ま
す
。

乞
巧
奠
は
筆
硯
や
楽
器
な
ど
を
お

飾
り
し
て
学
問
技
芸
の
上
達
を
願
う

行
事
。
牽
牛
織
女
の
伝
説
な
ど
か
ら

中
国
で
行
わ

れ
て
い
た
も

の
が
日
本
に

入
り
、
お
盆

の
前
ぶ
れ
の

神
を
清
ら
か

な
乙
女
が
川

の
ほ
と
り
で

機
（
は
た
）

を
織
り
な
が

ら
迎
え
る
棚

機
（
た
な
ば

た
）
つ
女め

の

風
習
と
習
合

し
て
、
宮
中

を
中
心
に
広

く
行
わ
れ
た

と
云
い
ま

す
。
期
間
中
の
四
日
と
十
一
日
の
夕

べ
に
は
雅
楽
の
奉
奏
も
行
わ
れ
ま
す
。

境
内
神
社
・
多
摩
清
水
社
（
水
神

様
）
の
例
祭
が
水
の
日
の
八
月
一
日

午
前
、
月
次
祭
に
引
続
き
斎
行
さ
れ

ま
す
。

平
成
十
六
年
大
宮
八
幡
祭

（
秋
の
大
祭
）
日
程
に
つ
い
て

本
年
の
大
宮
八
幡
祭
（
秋
の

大
祭
）
は
祝
日
法
の
改
正
に
よ

り
日
程
が
次
の
通
り
変
更
に
な

り
ま
し
た
。

（
敬
老
の
日
が
、
九
月
第
三

月
曜
日
に
な
っ
た
の
で
、
当
宮

の
祭
典
行
事
は
そ
の
前
の
土
・

日
曜
日
に
斎
行
す
る
。）

＊
例
大
祭
は
、
従
前
通
り
九
月

十
五
日
に
斎
行
す
る
。

＊
神
輿
神
霊
入
、
末
社
若
宮
八

幡
神
社
例
祭
は
九
月
十
七
日

に
斎
行
す
る
。

＊
宵
宮
祭
は
九
月
十
八
日
に
斎

行
す
る
。

＊
奉
祝
当
日
祭
、
第
十
九
回
神

輿
合
同
宮
入
は
、
九
月
十
九

日
に
斎
行
す
る
。

＊
神
輿
神
霊
還
し
は
、
九
月
二

十
日
に
斎
行
す
る
。

さ
つ
き
展
示
会

大
祓
の
ご
案
内

平
安
・
七
夕
「
乞
巧
奠
」

水
の
恵
み
に
感
謝
し

多
摩
清
水
社
例
祭
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卒
園
式
を
間
近
に
控
え
た
三
月

十
二
日
、
待
望
の
高
尾
山
お
わ
か

れ
遠
足
に
年
長
児
九
十
九
名
と
園

長
先
生
と
全
職
員
で
行
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
三
月
と
は
い
え
当

日
は
ま
だ
膚
寒
く
毛
糸
の
帽
子
や

手
袋
を
持
参
し
て
の
登
山
で
し
た

が
、
登
っ
て
い
く
う
ち
に
ど
の
子

も
汗
ば
み
、
心
配
し
て
い
た
頂
上

で
の
昼
食
も
楽
し
く
で
き
、
大
満

足
な
お
わ
か
れ
遠
足
で
し
た
。

卒
園
式
の
前
日
は
雨
模
様
で
し
た

の
で
心
配
し
ま
し
た
が
、
薄
日
が
射

す
天
気
に
な
り
無
事
第
五
十
四
回
卒

園
式
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
達
の
顔
は
よ
り
輝
や
き
、
り

っ
ぱ
に
見
え
ま
し
た
。
式
が
始
ま
り

緊
張
し
て
い
る
顔
を
見
て
い
る
と
、

三
年
前
二
年
前
の
ひ
と
り
ひ
と
り
の

姿
が
思
い
浮
か
び
「
大
き
く
な
っ
た

な
。」「
早
く
帰
り
た
い
と
泣
い
て
い

た
な
。」
と
た
く
さ
ん
の
日
々
が
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
ク
ラ
ス
全
員
で
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
た
事
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
け
ん
か
を
し
た
事
ど
れ
も
子
ど

も
達
に
は
素
敵
な
経
験
で
あ
り
思
い

出
で
す
。
一
緒
に
笑
え
る
仲
間
に
出

会
え
た
事
を
大
切
な
宝
物
に
し
て
新

た
な
思
い
出
を
増
や
し
て
ほ
し
い
で

す
。
い
つ
ま
で
も
先
生
達
は
応
援
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
素
敵
な
子
ど
も

た
ち
に
出
会
え
た
事
を
本
当
に
幸
せ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
人
に
な
っ

て
も
素
直
な
心
と
感
謝
の
気
持
を
忘

れ
ず
に
社
会
に
飛
び
立
っ
て
行
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
も
園
児
一

〇
二
名
と
共
に
卒
園
し
ま
し
た
。
幸

福
な
日
々
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

副
主
任
　
富
永
啓
美

緑豊かな都心の社。 
正統派神前式 

衣装・美容着付・写真・ 
饗膳（ご会食）など承ります。 

清涼殿 清涼殿 

初 宮 詣 

宴 集 会 

03（3312）7515

きょうぜん 

第
五
十
四
回
卒
園
式

土
屋
禎
・
友
紀
子
、
弘
島
憲
・
直

子
、
小
野
隆
一
郎
・
綾
子
、
水
木

正
太
・
幸
恵
、
伊
藤
進
護
・
寛
子
、

住
田
隆
・
佐
衣
子
、
渋
谷
謙
作
・

佳
代
、
高
橋
道
明
・
美
香
子
、
山

田
康
雄
・
彩
子
、
斉
藤
睦
・
亜
紀

子
、
井
上
裕
介
・
文
子
、
緒
方
健

二
・
麻
友
美
、
大
島
英
彦
・
直
子

（
平
成
十
五
年
十
二
月
一
日
〜

十
六
年
三
月
三
十
一
日
）



当
宮
で
は
昨
年
、
御
鎮
座
九

四
〇
年
を
迎
え
、
九
四
〇
年
記

念
の
整
備
事
業
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
が
、
諸
事
業
も
完
遂
さ

れ
、
装
い
も
新
た
に
な
っ
た
神

域
に
て
、
来
る
五
月
一
日
よ
り

五
日
の
間
、
春
の
大
祭
（
つ
つ

じ
祭
）
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。
期

間
中
は
五
日
の
大
祭
当
日
祭

（
尚
武
祭
）
を
は
じ
め
、
三
日
に

子
供
の
祭
・
稚
児
行
列
、
二
日

に
は
植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

又
四
月
二
十
八
日
に
は
裏
千
家

献
茶
式
、
翌
二
十
九
日
に
は
弓

道
の
奉
納
射
会
が
催
さ
れ
、
境

内
は
参
拝
の
方
々
で
賑
わ
い
ま

す
。

四
月
二
十
九
日
は
終
日
、
大
宮
八

幡
宮
弓
道
場
振
武
殿
に
て
弓
道
奉
納

射
会
が
行
わ

れ
ま
す
。
奉

納
射
会
は
当

宮
主
催
、
当

宮
振
武
会
の

共
催
で
開
か

れ
る
も
の
。

矢
渡
し
式
が

古
式
に
則
り

執
り
行
わ
れ

た

あ

と

射
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会
。
都
内
は
も
と
よ
り
近
県
よ
り
参

加
の
弓
友
が
高
校
の
部
、
一
般
の
部

に
分
か
れ
、
日
頃
の
鍛
錬
の
成
果
を

競
い
合
い
ま
す
。

五
月
三
日
午
後
、
春
の
大
祭
子
供

の
祭
と
奉
祝
の
稚
児
行
列
が
行
わ
れ

ま
す
。
ま
ず
午
後
一
時
三
十
分
、
子

供
の
祭
を
斎
行
。
お
子
様
の
健
康
と

成
長
を
祈
願
し
ま
す
。
つ
い
で
稚
児

行
列
に
う
つ
り
、
立
正
佼
成
会
杉
並

教
会
の
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
稚
児
、
子

供
の
飛
入
り
の
参
加
自
由
の
太
鼓
山

車

、

ボ

ー

イ
・
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
、

そ
し
て
猿
田

彦
や
陣
羽
織

な
ど
の
行
列

が
南
参
道
、

方
南
通
り
、

表
参
道
の
お

よ
そ
一
・
三

キ
ロ
の
道
程

を
行
進
し
ま

す
。五

月
二
日

午
後
二
時
に

は
全
国
緑
化

運

動

に

因

み
、
当
宮
み

ど
り
の
会
会

員
ら
が
参
列

し
て
植
樹
祭
を
境
内
神
楽
殿
横
に
て

斎
行
。
つ
づ
い
て
苗
木
の
無
料
頒
布

が
行
わ
れ
ま
す
。

五
月
四
日
は
午
前
十
時
よ
り
春
の

大
祭
第
二
日
ノ
儀
を
斎
行
。
つ
づ
い

て
清
涼
殿
で
は
当
宮
で
結
婚
式
を
挙

げ
ら
れ
た
カ
ッ
プ
ル
を
お
招
き
し
て

「
第
四
回
挙
式
者
の
集
い
」
を
開
催
。

集

い

で

は

「
東
方
異
聞
」

と
題
し
て
和

楽
器
等
に
よ

る
新
邦
楽
の

演
奏
「
わ
か

ば
in
大
宮
」

も
開
か
れ
、

参
拝
者
の
皆

様
も
ご
鑑
賞

い
た
だ
け
ま
す
。

四
月
二
十
八
日
第
五
回
目
の
茶
道

裏
千
家
献
茶
式
が
午
前
十
時
よ
り
執

り
行
わ
れ
ま
す
。
今
回
の
献
茶
式
は

裏
千
家
鵬
雲
斎
千
玄
室
大
宗
匠（
先
代

お
家
元
）の
ご

奉
仕
に
よ
り

斎
行
。
境
内

で
は
裏
千
家

淡
交
会
東
京

第
六
西
支
部

の
奉
賛
添
釜

茶
会
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

春
の
大
祭
の
ご
案
内

弓
道
奉
納
射
会

子
供
の
祭
・
稚
児
行
列

植
樹
祭

第
二
日
ノ
儀
・
挙
式
者
の
集
い

献
茶
式

裏
千
家
献
茶
式

４
月
28
日

弓
道
奉
納
射
会

４
月
29
日

朔
旦
祭
並
び
に
つ
つ
じ
育
木
祭

５
月
１
日

植
樹
祭

５
月
２
日

子
供
の
祭

５
月
３
日

稚
児
行
列

古
武
道
奉
納
演
式

民
話
語
り
ち
ん
じ
ゅ
の
森
物
語
　

第
二
日
ノ
儀

５
月
４
日

挙
式
者
の
集
い

若
葉
in
大
宮
コ
ン
サ
ー
ト

杉
並
太
鼓
演
奏

春
の
大
祭
当
日
祭
（
尚
武
祭
）

５
月
５
日

野
点

雅
楽
演
奏

雅
太
鼓
演
奏

植
木
・
盆
栽
展

５
月
３
日
〜
５
日

御
嶽
榛
名
神
社
例
祭

５
月
16
日

さ
つ
き
展
示
会５

月
24
日
〜
６
月
２
日

大
祓
（
夏
越
祓
）

６
月
30
日

七
夕
・
乞
巧
奠
飾
り

７
月
１
日
〜
７
月
15
日

大
宮
天
神
祭
（
書
画
行
燈
掲
出
）

７
月
25
日

多
摩
清
水
社
例
祭
（
水
神
祭
）

８
月
１
日

戦
歿
者
慰
霊
祭

８
月
15
日

朔
旦
祭

毎
月
１
日

月
次
祭

毎
月
15
日

古
民
具
骨
董
市

第
４
土
日

お
朔
日
参

つ
い
た
ち
ま
い

り
を
致
し
ま
し
ょ
う
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新緑の木々の中を宮司以下参進

（５月５日春の大祭当日祭）（尚武祭）

稚児行列にはスカウトや陣羽織、子供太鼓など多くの供奉が（５月３日）

春の大祭（つつじ祭）  
5月3日～5日 

春の大祭（つつじ祭）  
5月3日～5日 

期間中境内では野点（５月５日）や植木市が（３日～５日）

雅太鼓奉納演奏

斎館前 奉茶の儀

直　会


